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国民所得と資源(市村真一共著〉 弘 文 堂昭和26年(1951)9月
経済成長と計画編成 有 斐 閤昭和33年(1958)4月
価格・競争・独占 若干j 文 社昭和33年(1958)9月
金融経済の構造 意同 文 社昭和34年(1959)7月
日本経済論 有 斐 閣昭和40年(1965)4月




















Involuntary Unemployment explained by Over-determinateness 




Relative E伍ne立cyof the Two Different Methods of 
Instrumental Variables Tech間四1R.吋o吋 No.33 昭和31年(1956)6月
号草竺霊箱詰LL五こ泊三ヤ経済論叢第時第2号昭制2年(附)9月





アメリカの住宅金融 パンキング第 123 号 6月
オプション主逆指値 アメリカ 経済論叢第82巻第1号 7月の証券投





利子理論におけるストゥク分析 金融経済第 55 号





































































































第 1山 6 せ
秋季号
第 4 0 巻
第 3巻第11号
第 178 号





































プZLスりーダーシツプとは 演習近代経済学 2 
価格形成における予想の役割「ついて 」 演習よ庁代経済学 2 
6月
先物価格と現物価格Cごついて 演習近代経済学 2 
流通革命とは何か演習近代経済学 3 
物価と国際収支経済セミナ No.9 7 
現代の金融政策経世政策講座3 第 5 車
成長金融にひそむ非合理性東洋経済 NO. 3 1 9 3 







国 民 経済計算金融経済基礎コース No.8， 9 昭和4C年(1965)
転機に来た証券界証券マンスリ 第 173 号 1月
繊維新法下の繊維産業の展望染色研究第9巻第l号
公社債市場自由の契機バンキ γ グ第 203 号




経済白書の効用と限界エコノミスト第 4 3 巻
公債発行の前提中央公論第80巻第9号
難かしい高成長の再現エコノミスト第 4 3 巻





景気回復は楽観できない 私の 実業の日本第68巻第23号 12月みる日本経済の体質
日本経済の現状と展望 静岡経済研究所経済月報 No.35 昭和41年(1966)1月
金利自由化の展開方向経済セミナ No. 1 1 6 





























]apanese Exports in the Nineteen-Fifties 
Theit Characteristics and Weaknesses 




企苦塁審車Z喜ゑ三経済学日本経済研究センタ 会報 No.54 
成長なくして福組なし生→産 性 5 月号
持株会社檀想と独禁政策公正取引第 200 号










財政硬直化の根因とその打開策 経済セミナ No. 1 9 1 12月
高金利時代と日本の立場朝日ジャーブル Vo1.9， No. 52 12月
現鞍FSF1)価格決定と 金融経済基礎ヨ ス No.l 昭制3年(附
資産選択の理論経論済叢第101巻第1号
賃金上昇のなかでの経営施策 HR series No. 7 1 
朝鮮動乱と高度成長自 由 3 月号
景気の先行きを考える 静岡経済研究所経済月報 No.61
ドルの将来と白木経済東洋経済第:1:195 号
経済成長 E 金融金融経済講座第 1巻第l章
物価問題をどうとらえるか貯蓄時報 No. 7 6 
経済環境の変化と銀行のあり方 協和銀行調査月報 No. 1 6 2 










京都能率第 13 号 9月
第 3回京都財界セ Sナ 記事表 9月
実業の日本第70巻第20号 10月
潮 秋 季 号 10月
朝日ジャーナル Vo1.9， No 42 10月
]乱mp Vo1. 2， No. 5 10月










国際通貨不安の根拠は薄い企業実務 No. 1 0 3 9月
外資進出と日本の国際競争力 企業実務 No. 1 0 6 10月
アジア経済の諸問題日本経済研究センター会報No.91 11月









企業実務 No. 1 0 9 
実業の日本第72巻第6号
朝日ジャーナル Vo1.111，No.20 



















経蛍セミナー 1957.12ー 1958.8 
静注寄セミナー 19o8. 10-1959. 3 
株式短評 1962. 9-1964. 7 
静岡経済研究所経済月報 1967. 1-1967. 5 
経済セミナ 1963. 4-1964. 3 
















































寡占化と独禁法(鎌童昇・脇村 守~ ，、弓 L
義太郎~~ /、ハ r
No 7 3 昭和37年(1962)8月
昭稚l38年(1963)4月
No 9 8 昭和39年(1963)8月
昭和4口年(1965)7月






実童青警戸と賃金(鎌倉昇・ 中央公論夏季 号 6月
自己資本の充実は必要か 日本経済研究センター会報第60号 7月














安戸寿雄・武村忠雄・酉野知彦)静岡経済研究所経済月報 ~o. 63 5月







宮崎勇山田亮三・西野知彦) 静岡経済研究所経済月報 No. 70 12月
大阪経済 100年の歩みから(鎌倉昇・
市11忍阿部幸次郎 Chamber 第 210 号 12月
中小企業と未来学(鎌倉昇 小松左京)経営者会報第11巻第1号昭和44年(1969)1月
新時代を迎えた株式市場の基盤と展望 株式新聞 6月
(作成者鎌倉ぜミナール生一同)
